
横
浜
市
関
係

　
１
１
市
消
防
局
、
市
内
の
精
神
薄
弱
者
収
容
施

　
設
の
緊
急
査
察
実
施

　
６
１
細
郷
市
長
、
退
院
後
初
登
庁

　
７
１
都
市
対
抗
野
球
大
会
で
一
九
年
ぶ
り
六
度

　
目
優
勝
の
横
浜
市
代
表
日
本
石
油
チ
ー
ム
が
市

　
内
で
優
勝
祝
賀
パ
レ
ー
ド

　
８
１
市
、
台
風
一
〇
号
に
よ
る
河
川
の
決
壊
、

・
洪
水
に
よ
る
被
害
の
出
た
茨
木
、
栃
木
、
宮
城
、

　
福
島
の
四
県
に
見
舞
金
を
送
る
。
▽
ヨ
コ
ハ
マ

　
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ホ
ッ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
バ
ル
開
催
（
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
）

　
９
１
港
北
図
書
館
で
「
八
・
一
五
い
つ
か
来
た

　
道
」
と
題
す
る
戦
争
を
考
え
る
連
続
講
座
始
ま

　
る
（
～
1
7
）
。
▽
第
一
回
み
な
と
み
ら
い
2
1
サ

　
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
日
本
丸
メ
モ
リ
ア
ル

　
パ
ー
ク
で
開
幕
（
～
1
7
）

　
1
0
1
「
道
の
日
」
記
念
の
パ
レ
ー
ド
（
元
町
）

　
1
3
1
姉
妹
都
市
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
か
ら
来
浜
中

　
の
中
高
生
、
市
役
所
訪
問
。
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市

　
長
か
ら
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
え
る
。
▽
カ
ナ

　
ダ
ー
バ
ン
ク
ー
パ
ー
国
際
交
通
博
の
「
ヨ
コ
ハ

　
マ
デ
ー
」
参
加
団
体
の
結
団
式

　
1
4
1
「
横
浜
市
政
百
周
年
記
念
シ
ン
ボ
ル
検
討

　
委
員
会
」
発
足
。
委
員
長
に
市
文
化
顧
問
の
河

　
北
倫
明
氏
を
選
出

　
2
0
－
指
定
都
市
制
度
三
〇
周
年
を
記
念
す
る

　
「
大
都
市
行
政
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
。
全
国
の

　
政
令
指
定
都
市
と
人
口
五
〇
万
人
以
上
の
市
の

自
治
体
・
国
・
社
会

４
－
東
京
外
為
市
場
の
円
相
場
、
一

ド
ル
＝
一
五
二
円
八
〇
銭
に
上
昇
。

戦
後
最
高
値
を
更
新
。
５
ト
台
風
一

〇
号
崩
れ
の
温
帯
低
気
圧
が
東
日
本

を
駆
け
抜
け
、
関
東
・
東
北
地
方
で

大
雨
、
洪
水
。
死
者
二
二
人
の
被
害

発
生
。
▽
生
産
者
米
価
、
据
え
置
き

決
定
。
６
－
広
島
原
爆
の
日
。
市
主

催
平
和
記
念
式
典
、
平
和
サ
ミ
ッ
ト

な
ど
開
催
。
1
1
－
大
蔵
省
、
七
月
の

貿
易
統
計
発
表
。
貿
易
収
支
は
八
二

億
二
、
一
〇
〇
万
ド
ル
で
史
上
最
高

の
黒
字
。
▽
米
豪
の
外
相
、
国
防
相

会
談
で
、
米
国
は
非
核
政
策
を
と
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
対
し
、
ア
ン

ザ
ス
条
約
に
基
づ
く
防
衛
義
務
を
放

棄
す
る
と
表
明
。
1
2
ト
鎌
倉
市
議
会

で
中
西
市
長
提
案
の
市
職
員
退
職
金

引
き
下
げ
条
例
案
を
可
決
。
▽
七
月

の
企
業
倒
産
七
二
件
で
、
四
ヵ
月
連

続
で
月
間
最
高
記
録
更
新
（
民
間
信

用
調
査
機
関
の
調
査
）
。
１
４
－
政
府

は
中
曾
根
首
相
が
八
月
十
五
日
の
終

戦
記
念
日
に
靖
国
神
社
へ
公
式
参
拝

す
る
こ
と
を
見
送
る
と
発
表
。
▽
ソ

連
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の

経
過
・
原
因
を
詳
説
し
た
報
告
書
を

国
際
原
子
力
機
関
に
提
出
。
1
5
‐
新

自
由
ク
ラ
ブ
解
党
。
一
〇
年
の
歴
史

に
幕
。
▽
経
企
庁
長
官
、
「
経
済
白

横
浜
市
関
係

市
長
ら
が
参
加

2
2
1
市
と
国
土
庁
な
ど
主
催
の
「
防
災
フ
ェ
ア

ぶ
」
始
ま
る
（
横
浜
そ
ご
う
）

2
4
1
8
6
T
H
E
・
Ｂ
ｏ
Ｎ
ｏ
Ｄ
ｏ
Ｒ
Ｉ
よ
こ
は

ま
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

2
5
1
市
、
新
横
浜
駅
前
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
を

市
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
、
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
三

者
で
建
設
す
る
と
発
表

2
9
1
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
国
際
交
通
博
で

ヨ
コ
ハ
マ
・
デ
ー
開
幕
（
現
地
2
8
日
）

２
－
市
、
九
月
補
正
予
算
案
発
表

４
１
Ｍ
Ｍ
２
１
熱
供
給
会
社
設
立
発
起
人
会
開
催

５
１
市
政
一
〇
〇
周
年
記
念
博
覧
会
の
実
施
主

体
と
な
る
「
横
浜
・
丘
と
海
の
祭
り
協
会
」
設

立
。
会
長
は
細
郷
道
一
横
浜
市
長
に
決
定

７
－
市
民
運
動
会
開
催

８
１
市
、
六
十
一
年
度
「
横
浜
長
寿
者
番
付
」

発
表
。
一
〇
〇
歳
以
上
は
二
八
人

９
－
市
長
、
金
沢
埋
め
立
て
事
業
の
収
益
一
〇

〇
億
円
以
上
と
な
る
見
通
し
を
公
表
。
▽
市
港

湾
局
、
六
十
一
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
貿
易

統
計
発
表
。
輸
出
コ
ン
テ
ナ
貨
物
、
円
高
で
初

の
マ
イ
ナ
ス

1
0
1
市
港
湾
局
、
海
の
博
物
館
「
マ
リ
タ
イ
ム

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
完
成
予
想
図
披
露

1
1
1
横
浜
市
緑
化
推
進
本
部
発
足

自
治
体
・
国
・
社
会

書
Ｌ
提
出
。
副
題
は
『
国
際
的
調
和

を
め
ざ
す
日
本
経
済
』
。
▽
日
銀
。

七
月
の
卸
売
物
価
指
数
(
5
5
年
＝
一

○
○
］
八
九
・
一
と
発
表
。
前
年
同

月
比
で
一
〇
・
七
％
下
落
。
2
1
－
通

産
省
・
中
小
企
業
庁
、
円
高
の
影
響

を
ま
と
も
に
受
け
て
い
る
輸
出
型
産

地
・
企
業
城
下
町
の
実
態
調
査
ま
と

め
る
。
2
9
－
総
務
庁
統
計
局
労
働
力

調
査
（
速
報
）
発
表
。
七
月
の
完
全

失
業
率
二
・
九
％

１
－
国
立
国
会
図
書
館
の
新
館
オ
ー

プ
ン
。
▽
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
第

八
次
石
炭
対
策
の
骨
格
明
ら
か
に
な

る
。
主
要
一
一
鉱
の
う
ち
八
鉱
を
閉

山
。
２
－
厚
生
省
「
人
生
八
十
年
型

社
会
懇
談
会
」
報
告
発
表
。
３
卜
自

治
省
、
六
十
年
政
治
資
金
収
支
報
告

書
公
表
。
総
額
一
、
四
五
五
億
円
で

史
上
二
位
、
４
｜
自
民
党
鈴
木
派
（
宏

池
会
）
、
宮
沢
蔵
相
を
会
長
と
す
る

宮
沢
派
に
衣
替
え
。
６
－
ベ
ー
カ
ー

米
財
務
長
官
と
宮
沢
蔵
相
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
で
会
談
。
▽
社
会
党
委

員
長
選
挙
開
票
の
結
果
。
土
井
た
か

子
副
委
員
長
が
当
選
。
８
－
韓
国
、

藤
尾
文
相
月
刊
誌
発
言
で
「
極
め
て

遺
憾
ｒ
と
日
本
政
府
に
正
式
抗
議
。
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市政日誌

月０１

1
3
―
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
所
、
そ
ご
う
九
階

に
オ
ー
プ
ン
。
▽
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま
つ
り

開
幕

1
6
―
横
浜
駅
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
移
転
。

▽
港
南
区
役
所
で
ビ
デ
オ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
▽
市
、
上
海
市
と
貿
易

常
設
事
務
所
の
上
海
市
設
置
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
「
交
流
項
目
合
意
書
」
に
調
印

1
8
―
核
放
射
線
災
害
警
報
ネ
ッ
ト
の
結
成
集
会

開
催
（
緑
区
の
共
学
舎
）

1
9
―
市
長
、
横
浜
駅
東
口
開
発
公
社
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
大
幅
改
善
は
困
難
と
初
め
て
見
直

し
を
表
明

2
1
―
第
八
回
ヨ
コ
ハ
マ
カ
ー
ニ
バ
ル
開
催
。
新

趣
向
の
ヨ
コ
ハ
マ
ラ
ン
タ
ン
登
場

2
7
―
市
民
文
化
会
館
開
内
ホ
ー
ル
開
館
記
念
式

典
挙
行

2
9
―
市
、
六
十
二
年
度
予
算
編
成
方
針
発
表
。

四
年
連
続
で
経
常
経
費
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ

3
0
―
横
浜
開
港
資
料
館
の
初
代
館
長
遠
山
茂
樹

氏
、
「
研
究
に
専
念
し
た
い
」
と
退
任

１
―
市
道
路
局
、
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
に

新
た
に
一
一
駅
を
指
定

２
―
市
水
道
局
、
横
浜
水
道
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
、
磯
子
区
の
芝
崎
次
郎
さ
ん
の
作
品
に
決
定

７
―
「
横
浜
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
」
産
業
貿
易
セ
ン

タ
ー
に
オ
ー
プ
ン

８
―
市
、
M
M
2
1
地
区
の
大
規
模
国
際
会
議
場

▽
中
曾
根
首
相
、
藤
尾
文
相
を
罷

免
。
９
―
政
府
、
米
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｉ
（
戦

略
防
衛
構
想
）
研
究
に
参
加
す
る
方

針
を
閣
議
決
定
。
1
1
―
自
民
党
両
院

議
員
総
会
で
中
曾
根
首
相
の
総
裁
任

期
一
年
延
長
を
正
式
決
定
。
1
3
―
フ

ィ
リ
ピ
ン
・
ア
キ
ノ
大
統
領
、
民
族

派
ゲ
リ
ラ
と
停
戦
協
定
調
印
。
１
４
―

韓
国
・
ソ
ウ
ル
の
金
浦
空
港
で
爆
発

事
件
。
1
6
―
指
紋
押
捺
問
題
の
各
省

庁
担
当
者
会
議
、
押
捺
拒
否
者
の
照

会
で
警
察
に
積
極
協
力
の
方
針
示

す
。
▽
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
墜
落
事
故
で

墜
落
に
伴
う
「
死
の
恐
怖
料
」
の
請

求
権
を
認
め
る
（
東
京
地
裁
）
。
2
0

―
第
一
〇
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
、
ソ

ウ
ル
で
開
催
。
2
2
―
通
産
省
、
レ
ア

メ
タ
ル
備
蓄
制
度
見
直
し
決
定
。
▽

中
曾
根
首
相
、
米
国
の
「
知
的
水
準
」

に
関
し
問
題
発
言
。
2
7
―
東
京
都
議

会
、
都
心
五
区
を
対
象
に
土
地
取
引

の
規
制
を
強
化
す
る
条
例
可
決

１
―
住
友
銀
行
、
平
和
相
互
銀
行
を

正
式
に
吸
収
合
併
。
２
―
環
境
庁
、

通
産
・
厚
生
・
労
働
各
省
と
合
同
で

全
国
の
Ｉ
Ｃ
工
場
一
〇
一
ヵ
所
の
環

境
実
態
調
査
の
実
施
を
決
定
。
３
―

中
央
公
害
対
策
審
議
会
小
委
、
大
気

汚
染
の
四
一
指
定
地
域
の
全
面
解
除

を
内
容
と
す
る
報
告
公
表
。
４
―
ソ

建
設
計
画
の
基
本
構
想
を
公
表

９
―
横
浜
弁
護
士
会
、
下
瀬
谷
中
学
校
体
罰
問

題
で
市
教
委
に
再
調
査
と
厳
正
な
処
分
を
求
め

る
要
望
書
を
提
出

1
0
―
中
区
山
下
公
園
で
第
二
回
「
浜
じ
や
ん
祭

'
8
6
」
開
催

1
2
―
金
沢
区
釜
利
谷
町
の
夏
山
町
内
会
公
園
愛

護
会
、
「
公
園
ま
つ
り
」
開
催

1
4
―
財
団
法
人
横
浜
・
神
奈
川
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
（
略
称
ア
イ
リ
ス
）
開
設
。
▽
鉄
道
友
の

会
、
市
な
ど
へ
高
島
ヤ
ー
ド
に
鉄
道
博
物
館
設

置
の
要
望
書
を
提
出

1
5
―
プ
ロ
野
球
横
浜
大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
球
団
、

前
広
島
監
督
の
古
葉
竹
識
氏
の
監
督
就
任
を
発

表1
6
―
市
教
委
、
六
十
一
年
度
上
半
期
の
い
じ
め

実
態
調
査
結
果
発
表

1
8
―
神
奈
川
県
立
博
物
館
で
「
明
治
の
宮
廷
両

家
―
五
姓
田
義
松
」
展
始
ま
る

2
4
―
市
都
計
審
、
ヨ
コ
ハ
マ
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
地

区
等
の
用
途
地
域
指
定
・
高
度
地
区
指
定
の
変

更
を
了
承

2
5
―
金
沢
自
然
公
園
に
コ
ア
ラ
ニ
匹
到
着

2
7
―
市
社
会
福
祉
審
議
会
と
市
児
童
福
祉
審
議

会
、
「
社
会
福
祉
施
設
の
設
置
・
運
営
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
合
同
答
申

3
0
―
市
、
地
域
研
究
費
補
助
金
の
交
付
対
象
研

究
を
発
表

3
1
―
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
始
ま

る
（
～
1
1
／
３
）

連
の
核
ミ
サ
イ
ル
積
載
の
原
子
力
潜

水
艦
が
大
西
洋
で
火
災
と
ソ
連
国
営

タ
ス
通
信
発
表
。
７
―
作
家
の
石

坂
洋
次
郎
氏
死
去
（
8
6
歳
）
。
８
―
京

都
府
福
知
山
市
広
峯
一
五
号
古
墳
か

ら
中
国
魏
の
年
号
「
景
初
四
年
」
銘

の
盤
龍
鏡
が
出
土
し
た
と
発
表
。
９

―
プ
ロ
野
球
西
武
の
新
人
清
原
選
手

が
本
塁
打
三
一
本
、
打
率
三
割
四
厘

で
シ
ー
ズ
ン
終
え
る
。
1
1
―
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
・
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
で
米
ソ
首

脳
会
談
始
ま
る
。
1
4
―
パ
リ
在
住
の

画
家
荻
須
高
徳
氏
死
去
（
8
4
歳
）
。

１
６
―
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
、
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
教
授
に
決
定
。

▽
建
設
省
。
地
下
街
新
増
設
の
規
制

緩
和
措
置
を
各
自
治
体
に
通
途
。
1
7

―
北
海
道
知
床
の
国
有
林
伐
採
問
題

で
農
水
相
。
一
時
凍
結
を
表
明
。
1
9

―
北
京
マ
ラ
ソ
ン
で
児
玉
泰
介
、
日

本
最
高
（
二
時
間
七
分
三
五
秒
）
で

優
勝
。
2
4
―
経
企
庁
。
国
民
生
活
白

書
報
告
。
2
7
―
プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ

ー
ズ
で
西
武
が
逆
転
優
勝
。
2
8
―
半

導
体
等
の
先
端
技
術
産
業
で
約
一
三

〇
種
の
有
毒
化
学
物
質
使
用
が
判
明

　
（
通
産
省
の
調
査
）
。
3
0
―
中
央
公

害
対
策
審
議
会
。
公
害
健
康
被
害
補

償
法
を
見
直
す
答
申
提
出
。
3
1
―
宮

沢
蔵
相
と
ベ
ー
カ
ー
米
財
務
長
官
、

為
替
相
場
の
安
定
を
う
た
っ
た
共
同

声
明
発
表
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